
平成31年3月15日（金）

レイカディア大学(草津校)

サポート隊説明会



１．レイカディア大学の歴史とサポート隊
結成の経緯について



１９７８：
滋賀県老人大学校の開校、1年制
老人クラブ連合会が運営受託
高齢者に学習の機会を作り、
地域作りのリーダーを養成
１９７９：
園芸、陶芸、生活科学、文芸の
４学科、福祉の内容を必修講座へ
論文審査で、市町村から推薦
授業料は全額県負担で無料
１９８１：
近江八幡中央公民館から大津へ
１９８８：
米原校開設、4学科
１９９３：
長寿社会福祉センターに移転
レイカディア大学に改称、草津校
１９９４：
「レイカディア賛歌」制定

２００３：
滋賀県社会福祉協議会に運営委託
地域活動体験学習を追加
授業料年間１．２万円
２００６：
１泊２日の修学旅行
２０１０：
草津校サポート隊の結成
県社会福祉協議会との協働前提に、
大学を継続、授業料年間５万円
園芸、陶芸、地文、生活科学、
健康・ﾚｸﾚｰｼｮﾝの５学科
２０１１：
米原校サポート隊の結成
２０１２：
園芸、陶芸、地文、びわこ環境、
健康づくりの５学科、大学祭創設
２０１９：
草津校・米原校４２期生募集

レイカディア大学設立から現在まで



２００９年１０月

突然、県が財政難を理由
に「学生募集停止」「2011年
より休校」を発表

多くの卒業生の有志と在校
生（31・32期生）が協力し、
レイカディア大学の存続運
動を推進

２０１０年５月１３日

大幅な経費節減と、 「県社会福祉協議会」と「卒業生
有志の会」との “協働”を条件に存続が認められる。



その“協働”を実践するため、
卒業生有志の会を中心に呼び
かけ運動を展開し

レイカディア大学からの委託を受けて、大学の運営
や学生募集等を協働して行う組織

2010年10月

在校生と一体となり、

「レイ大草津校サポート隊」発足



２．レイカディア大学の価値について



長寿社会でのシニアの役割り

設立当時からの年齢構成と滋賀県民の寿命推移
１９５０ ⇒ １９８０ ⇒ ２０１５

６０才以上 ９．６％ １４．０％ ３０．３％
寿命（男／女） － １５位、３３位 １位、４位



卒業後の地域活動について

主な地域活動は、環境保全や福祉が趣味のサークルより増えている

2015年調査2010年調査



３．サポート隊の組織と活動について



滋賀県社会福祉協議会

滋賀県

サポート隊

サポート隊とは何ですか？
＜レイカディア大学の運営を事務局と協働する卒業生の組織＞

レイカディア大学事務局

同窓会

レイカディア大学在校生

レイカディア大学学長

講師・助手



サポート隊とは高齢者が時代の要請する

実践的な新しい知識、教養を身につけ、

地域の担い手として登場できるよう

レイカディア大学に提言し、協働による

レイカディア大学の運営に資することを目

的とする。

サポート隊の目的 （サポート隊規約）



サポート内容
(県社協のサポート隊設置要綱による）
赤字はサポート隊活動規約に追記

① 講師としての指導・補助

②講座等の企画・運営への参画

③教務事務・業務のサポート

④ 地域活動の推進に関するサポート

⑤ 大学等の活動に関する情報収集と発信

⑥学生募集等に関する広報活動

⑦ その他、サポート隊目的達成ための必要なサポート

⑧ 在校生と卒業生との交流活動の企画実践

⑨大学祭等イベントのサポート



役員会
（構成３０名）

自主講座
部会
（４３名）

事業企画
部会
（２２名）

地域活動
部会
（４４名）

広報情報
部会
（１５名）

調整会議
(構成４７名)

三 役
隊長・副隊長
総務局長、次長

サポート隊組織
役員会構成メンバー
三役（隊長、副隊長、総務局長、総務局次長）、 各部会長・副部会長、
各学科代表・副代表

園芸
クラブ
（９６名）

在校生学科長
事務局・同窓会・えにしの会

校外引率サポーター

（２７名）

選択講座助手

（３１名）



サポート隊の会議内容(第９期）

役員会議 (毎月１回）
❑構成メンバー： 隊長、総務局長(３８期）、副隊長、総務局次長（３９期）

各部会長（３８期）、副部会長(３９期）

各学科代表(３８期）、副代表（３９期）

❑議題： サポート隊活動の全般

調整会議 (毎月１回）
❑構成メンバー： 役員会メンバー

レイ大事務局・現役学科長（４０・４１期）・同窓会・えにしの会代表

❑議題： サポート隊の活動報告、情報・意見交流など

各部会 (概ね毎月１回、催事ごとの活動）
❑構成メンバー： 各部会長、副部会長、部会員

❑議題： 部会活動、催事

その他、組織横断的な課題ごとにプロジェクト会議・委員会などを開催



大学事務局、同窓会代表、えにしの会代表、在校生代表(各

クラス学科長)と サポート隊役員が一堂に集まり、レイ大の

充実・発展に向けての情報交流と協議の場としている。

調整会議



４.各部会の活動について



自主講座部会
＜パソコン教室・自主交流＞

事業企画部会
＜学生募集・大学祭＞

地域活動部会
＜地域活動調査、ボランティア＞

広報情報部会
＜レイ大だより、ＨＰ＞

サポート隊

サポート隊の部会と関連団体との連携

園芸クラブ
＜大学周辺整備、実習助手＞

レイカディア大学事務局

校外引率サポーター

同窓会
えにしの会

草津校在校生



自主講座部会

交流講座の開催（第９期）

2018年12月 ノルディックウォーキング体験講習会01

写経体験、そば打ち、木工、挿し木、陶芸教室等の
交流講座で、在校生を対象に魅力ある講座を開催



パソコン教室

PowerPointで地域活動報告

をすることができ、良かった。

初めてパソコンに触れました。

マンツーマンの指導を受けることが

でき、よく理解できた。

本当にありがとうございました。

シニアがシニアに教える。

何回聞いても恥ずかしく無いよ。

パソコン教室のおかげで

教材の電子化配信にも慣

れ、重宝しています。

自主講座部会 パソコンの基礎、ワード、エクセル、メール
など

やりがいと自らのスキルアップにもつながります。



事業企画部会

マスコミへの宣伝活動

地域での説明会

学生募集支援活動

活動成果が記事や番組となっていく体験が出来、学生の
応募実績に貢献出来ます。



陶芸作品展示

野菜即売会

PR、ステージ発表、イベント等

事業企画部会

大学祭の支援

ステージ演芸



卒業生の地域活動調査（36，37，38期生)

調査の目的 ： 在校生への紹介と県への報告

地域活動部会



サポート隊レイカディアの日実施

びわこ地球市民の森の竹伐採とみさき公園バーベキュー

伐採竹の搬出
で一汗かいて

2018年6月8日に実施
地域活動部会

自ら企画し運営するやりがいを体験して下さい。

バーベキューで舌鼓

参加者約200人

BBQで楽しく
交流



（ ３ヶ月ごとに発行）「レイカディア大学だより」発行

広報情報部会

「レイカディア大学だより」３１号表紙 「レイカディア大学だより」３１号２・４P



サポート隊「ホームぺージ」の運用広報情報部会

取材して記事にし、広報
までつなげていく楽しい
仕事です。



園芸クラブ

活動テーマ

・園芸学科授業の準備として、花壇及び校内

畑の整備

・レイカディア大学草津校内及び周辺の緑化、

庭園整備 年間１０回実施

・剪定実習の助手及び園芸学科講義資料

の電子化など



園芸クラブ
花壇及び校内畑の整備

剪定実習の助手

実習助手

習得した技術を実践し、先輩と
の絆を深めてください。



校外学習サポーター

2017年度にスタートし、2018年度は全学科で、校外
学習の引率サポーターを実施中。但し、陶芸学科は
慣習で助手が対応予定。

学科 前期講座数 実施例

園芸A/B ５ 京都府立植物園

健康づくり １ ウォークラリー体験

地域文化 ７ 地域学としての彦根学

びわこ環境 ４ 湖北の野鳥観察

学科 前期講座数 実施例

園芸A/B ５ 京都府立植物園

健康づくり １ ウォークラリー体験

地域文化 ７ 地域学としての彦根学

びわこ環境 ４ 湖北の野鳥観察

陶芸学科 ０（後期１回） 丹波篠山方面



校外学習サポーター

2018年12月 湖北野鳥センター（びわこ環境学科）と
荒神山古墳（地域文化学科）での校外学習会0

サポーター各２名で引率し、在校生との交流を楽しむ



学長との懇談会・米原校との交流三役・総務局

１２月草津校サポート隊と米原校サポート隊の懇談会開催、情報交換
１月学長懇談会開催、草津校・米原校サポート隊、同窓会、えにしの会

草津校・米原校合同の懇談会は年２回開催し、活動計画や

共通の課題について意見交換して、相互に協力してます。

学生募集、ボランティア活動などは協働参加しています。

学長懇談会は不定期に開催し、

同窓会などの関連団体とともに、

ワンレイカディアを目指した取

り組みや、学生募集、事務局運

営サポート、課題などを話し合

っています。



５．レイカディア大学とサポート隊の
目指すあり姿について



これまでは、サポート隊の発足とサポーターの活躍

で、大学と協働運営して、レイカディア大学が守ら

れて来ました。

これからは、レイカディア大学を継続するだけでは

なく、元気なシニアが楽しく学び、滋賀を維持発

展していく源になる大学にしていきましょう。



「大学がより楽しく学べるところ
となり、滋賀県にとって価値ある
大学になるように、皆様の知恵と
力を貸して下さい」

卒業後は是非ともサポート隊に入会
いただき、皆様の力で、大学の発展
にご協力をお願いいたします。

サポート隊の任期は3年です。



＜レイカディア大学の魅力を高め、生き生きしたシニアを輩出＞

レイカディア大学サポート隊の役割

レイカディア大学で学び、絆を広げる
４１年の歩みを大切に

滋賀県民へのレイカディア大学認知活動
＜メディア、行政、自治体への広報等＞

レイカディア大学事務局との協働活動
＜大学運営、カリキュラム更新、募集等＞

在校生が楽しく学ぶ環境作り
＜在校生の声を聴く＞

卒業生が地域やグループで活躍
＜同窓会・えにしの会との連携＞

地域の活性化と生き甲斐創りで滋賀を元気に

社会貢献・地域活動の蓄積と広報
＜地域・社会へのインパクトを発信＞

34



学ぶ人にとって魅力的で、滋賀にとって
大切なシニア大学になっている

大学運営への協働
＜サポート隊、同窓会＞

シニアに学習の機会作り
地域作りのリーダー養成

第１ステップ

第２ステップ

在校生・卒業生協働

生き甲斐

地域活性

第３ステップ

レイカディア大学
－シニアが滋賀を元気にする－



レイカディア大学の価値を広め、
楽しく学べる場作りに、皆さんの
参加とご協力をお願いします


